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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成24年4月26日(2012.4.26)

【公開番号】特開2010-251620(P2010-251620A)
【公開日】平成22年11月4日(2010.11.4)
【年通号数】公開・登録公報2010-044
【出願番号】特願2009-101387(P2009-101387)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｋ   7/20     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   1/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｋ   7/20    　　　Ｖ
   Ｇ０６Ｆ   1/00    ３６０Ｃ
   Ｇ０６Ｆ   1/00    ３６０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月8日(2012.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　背面板１１７は、例えば、所定の大きさの開口部が設けられていたり、格子状（網状）
に形成されていたりする。つまり、背面板１１７は、少なくともその一部が開口している
。これは、筐体内部の空気を筐体外部に排気するためのものである。筐体内部の前側より
流れてきた気流は、背面板１１７に達すると、その一部または全部が、背面板１１７に設
けられた開口部（格子目や網目を含む）を介して筐体外部に排気される。なお、この背面
板１１７の開口率は任意である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　図５Ａに示されるように、気流調整門１１４の遮断部１７１乃至遮断部１７９のそれぞ
れに、拡張ユニットを所定の位置に固定する凸部である案内部１８１乃至案内部１８９が
設けられている。拡張ユニット１１５が主基板１２１と電気的に接続されるように設置さ
れるとき、案内部１８１乃至案内部１８９は、拡張ユニット１１５を所定の位置に誘導す
る。より具体的には、例えば、拡張ユニット１１５－１が主基板１２１と電気的に接続さ
れるように設置されるとき、案内部１８１および案内部１８２は、拡張ユニット１１５－
１の前方の部分を所定の位置（この案内部１８１と案内部１８２との間）に設置されるよ
うに誘導する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
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　また、この気流調整門１１４の上部には、基板１９１および端子１９２が設けられてい
る。さらに、図５Ｂに示される、前面方向から見たときの気流調整門１１４の斜視図のよ
うに、基板１９１の下部には、端子１９３－１乃至端子１９３－８が設けられている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　また、基板２１１には、電源用の端子２４６が設けられている。同様に、基板２１２に
は、電源用の端子２４７が設けられている。これらの端子２４６および端子２４７は、専
用のケーブル等により、気流調整門１１４の端子１９３に接続される。つまり、基板２１
１に実装される電子回路は、端子２４６を介して供給される電源により駆動する。同様に
、基板２１２に実装される電子回路は、端子２４７を介して供給される電源により駆動す
る。
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